











































































































































































































































図 2 移動式チェッカーが設置されるリフト乗場 
３ 今後の具体的な展開 
500 以上 中小規模スキー場が全国の地方に点在してい
る。これらのスキー場は地方観光，雇用，市民の健康・娯
楽などにとって，重要的な存在である。コロナ禍によるラ
イフスタイルの変化に合わせて，コロナ鎮静後 インバウ
ンドの期待，DX 化による地方スキー場の活性化及び関係サ
ービスの充実が必ず注目される。本システムの製品化と導
入の普及によって，全国数百の中小規模スキー場の売り上
げ増と収益力強化だけではなくて，スキー場に関係してい
る周辺 交通，飲食，宿泊 観光など地域密着な関連産業
の発展にも大きく影響する。これらのスキー場のDX化によ
る数十億円規模以上の総合経済効果が期待される。 
実用化の展開見通しとして，スキー場の運営要求を満た
すコア技術を確立し，商品化を実現する。２年以内に，県
内又は東北の中小規模スキー場での導入運用を目指す。 
４ その他 
本研究の実証実験にあたり様々な便利を提供して戴くと
ともに有益なご助言を戴いた岩手高原スノーパークの支配
人竹澤勝美様と職員様に深謝する。 
上記の要求を満たす新しいシステムでは、以下の特徴を実現
する。１）設置と運営のコストを削減するために、スタンド
アロンのセキュリティ仕組みとネットワーク環境に依存しな
い情報管理を分散させる仕組み；２）悪天候で故障が発生し
やすいゲートの開閉機構の代わりに、現場のリフト係員の協
働できるインタフェースによるＩＣカードリフト券の確認機
能；３）ＤＸカードリフト券のチェック装置のモバイル化に
よる設置と運営維持の省力化と効率 。
図１　提案システムの構成と移動式チェッカーの役割
　本研究では、図１のようなＩＣカードリフト券運営システ
ムを提案し、システム構成と運用ビジネスモデルについての
特許を出願した。新型ＩＣカードリフト券システムは、移動
式チェッカー、ウェアラブルモニター、ワイヤレス通信装置、
発券装置及び販売管理装置から構成され、スキー場事務所で
充電済の移動式チェッカーとウェアラブルモニターはリフト
乗場での利用が可能である。主な利用流れとして、スキー場
事務所で、発券装置を利用して、ＩＣカードリフト券を発行・
チャージする。発券のログは販売管理装置に記録される。当
日発券の場合、ＩＣカードに有効なリフト利用条件データと
カードの有効性を示す認証データが記録される。既にＩＣカー
ドを所持するスキー客はチケット窓口に行かず、事前にイン
ターネットを介して関係情報をシステムに伝送しておくこと
で直接リフト乗車ができる。リフト係員は、営業開始前に事
務所から移動式チェッカーを持ち出してリフト乗場のスタン
ドに設置し、営業終了後、移動式チェッカーを事務所に持ち
帰り，記録した乗車ログを販売管理装置に伝送する。更に、
移動式チェッカーを充電し、翌日の営業に備える。
　提案の基本システムの特徴として、独自のデータ管理と通
信方式と給電方法で従来システムの高い設置と運用維持費用
を大幅に削減できる。したがってＩＣ従来のＩＣカードリフト
券のメリットを維持しながら、従来システムの１割程度の大
幅な低コストでの導入と運用が可能になる。
　スキー場リフト乗場では、スキー客が移動式チェッカーの
前を通過する時、移動式チェッカーはスキー客が所持してい
るＩＣカードリフト券の有効性を確認し、リフト利用か否か
の判定結果を乗車ログとして自動に記録し、その判定結果を
内蔵のスピーカと多色ＬＥＤライトで合図を出す。同時に無
線通信でＩＣカードリフト券の識別情報をリフト係員が装着
しているウェアラブルモニターに送信する。リフト係員は移
動式チェッカーの合図又はウェアラブルモニターの画面でリ
フト券の有効性を確認することができる。また、ウェアラブ
ルモニターに、ＩＣカードリフト券の所有者の顔写真を表示
させることで、不正利用の確認も可能である。このようなシ
ステムを構築するには，移動式チェッカー、ウェアラブルモ
ニター及びワイヤレス通信装置の開発は重要である。
　提案したシステムと運用モデルの有効性を確認
に、プロトタイプ機を スノーパークで実
実施し、基本性能と運用の可能性と有効性を確認し
た。大学の地域貢献として、実証 験は岩手朝日テレビや岩
手日報や盛岡タ ムスなどマスコミの報道があった。図２は
試作した移動式チェッカーの設置様子を示している。
図２　移動式チェッカーが設置されるリフト乗場
３　今後の具体的な展開
　５００以上の中小規模スキー場が全国の地方に点在してい
る。これらのスキー場 、 、市民の健康・娯楽
って、重要的な存在である。コロナ禍によるライフ
スタイルの変化に合わせて、コロナ鎮静後のインバウンドの
期待、ＤＸ化による地方スキー場の活性化及び関係サービス
の充実が必ず注目される。本システムの製品化と導入の普及
によって、全国数百の中小規模スキー場の売り上げ増と収益
力強化だけではなくて、スキー場に関係している周辺の交通、
飲食、宿泊、観光など地域密着な関連産業の発展にも大きく
影響する。これらのスキー場のＤＸ化による数十億円規模以
上の総合経済効果が期待される。
　実用化の展開見通し 、 運営要求を満たす
を確立し、商品化を実現する。２年以内に、県内又
は東北の中小規模スキー場での導入運用を目指す。
４　そ 他
　本研究の実証実験にあたり様々な便利を提供して戴くとと
もに有益なご助言を戴いた岩手高原スノーパークの支配人竹
澤勝美様と職員様に深謝する。
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